
平
成
26
年
度
当
初
予
算
の
基
本
的
な
考
え
方

　

経
済
再
生
・
デ
フ
レ
脱
却
と
財
政
健

全
化
を
目
指
し
た
国
の
平
成
26
年
度
予

算
を
受
け
、
市
で
は
「
南
九
州
の
拠
点

都
市
（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
）」
の

確
立
と
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
＝
ス
マ

イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
」
の
実
現
を
目
指
し

た
予
算
を
編
成
。

　

そ
の
た
め
、
本
市
が
持
つ
『
３
つ
の

宝
』
を
よ
り
一
層
輝
か
せ
る
た
め
に
必

要
な
事
業
を
中
心
に
、
重
点
的
な
予
算

配
分
を
行
う
と
と
も
に
、
財
政
健
全
化

も
引
き
続
き
堅
持
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
当
初
予
算
の
姿

　

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
７
６
５
億
７
千
万
円
で
前
年
度

当
初
予
算
に
比
べ
28
億
４
千
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
全
て
の
会
計
の
総
額
は
、

１
、２
６
１
億
８
、４
０
４
万
円
で
、

39
億
２
、６
８
８
万
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
末
の
全
会
計
の

市
債
残
高
見
込
額
は
、
合
併
直
後
の
平

成
17
年
度
末
に
比
べ
て
１
４
５
億
円
減

少
し
て
、
１
、１
７
６
億
円
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
本
市
に
と
っ
て
負
担
割
合

の
低
い
、
臨
時
財
政
対
策
債
や
合
併
特

例
事
業
債
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
着
実

に
財
政
健
全
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

本市の平成本市の平成 2626 年度当初予算が成立しました。年度当初予算が成立しました。
「農林畜産業」の振興や「地の利」の活用、「人間力あふれる子どもたち」の育成といった、本市が持「農林畜産業」の振興や「地の利」の活用、「人間力あふれる子どもたち」の育成といった、本市が持
つ『３つの宝』をより一層輝かせる事業を継続して推し進めるとともに、本市をこれまで以上に対外つ『３つの宝』をより一層輝かせる事業を継続して推し進めるとともに、本市をこれまで以上に対外
的にＰＲするための事業や中心市街地活性化のための事業などに対して、重点的に予算を配分。「南的にＰＲするための事業や中心市街地活性化のための事業などに対して、重点的に予算を配分。「南
九州の拠点都市（リーディングシティ）」の確立と「笑顔あふれるまち＝スマイルシティ都城」の実九州の拠点都市（リーディングシティ）」の確立と「笑顔あふれるまち＝スマイルシティ都城」の実
現を目指します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　財政課　現を目指します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　財政課　☎23☎ 23 －－ 21132113

スマイルシティ都城スマイルシティ都城

前進前進予算予算前進前進予算予算
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平成26年度当初予算
予算の内訳

765億7,000万円
（対前年度比3.9％増）

一般会計歳入歳出総額一般会計歳入歳出総額
平成 26年度一般会計予算は、765 億 7,000 万円を計上しました。
ここでは、予算の内訳について費目ごとの増減の主な要因や、市債
残高の現状を紹介するとともに、市の予算を家計簿に置き換えて分
かりやすく紹介します。

扶助費扶助費
177177 億億 8,7578,757 万円 万円 

23.223.2%%

人件費人件費
114114 億億 941941 万円 万円 

14.914.9%%

公債費公債費
8787 億億 9,9429,942 万円 万円 

11.511.5%%

普通建設事業費普通建設事業費
149149 億億 5,4565,456 万円 万円 

19.519.5%%

その他その他
236236 億億 1,9041,904 万円 万円 

30.930.9%%

歳　出歳　出
765億7,000万円 

市税市税
176176 億億 157157 万円 万円 

23.023.0%%

地方交付税地方交付税
191191 億億 3,6383,638 万円 万円 

25.025.0%%

市債市債
110110 億億 7,7387,738 万円 万円 

14.514.5%%

国・県支出金国・県支出金
170170 億億 7,2217,221 万円 万円 

22.322.3%%

その他その他
116116 億億 8,2468,246 万円 万円 

15.215.2%%

歳　入歳　入
765億7,000万円 

　一般会計歳出予算費目別一覧

　一般会計予算

（単位：千円）

費　目 平成 25 年度
当初予算額①

平成 26 年度
当初予算額②

増減額
②－① 増減の主な要因

議会費 415,900 500,736 84,836 議場改修事業、議会だより発行などによる増額
総務費 7,315,633 6,922,341 △ 393,292 新防災行政無線整備事業、地域振興基金などによる減額

民生費 26,386,116 27,768,813 1,382,697
臨時福祉給付金給付事業、障害者福祉サービス給付費、
保育士等処遇改善臨時特例事業、
子育て世帯臨時特例給付金給付事業などによる増額

衛生費 11,700,064 10,366,229 △ 1,333,835 クリーンセンター建設事業などによる減額
労働費 9,393 13,665 4,272 実践型地域雇用創造事業などによる増額
農林水
産業費 3,724,566 3,439,945 △ 284,621 農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業の終了、県営畑地帯総合整備事業（万ヶ塚地区）などによる減額

商工費 2,444,813 3,739,678 1,294,865 中心市街地中核施設整備支援事業、企業立地促進奨励措置費などによる増額

土木費 6,079,252 6,860,333 781,081 高城運動公園整備事業、山之口ＳＡスマートＩＣ整備事業、雇用創出ゾーン関連整備事業（穂満坊地区）などによる増額

消防費 2,317,433 2,585,143 267,710 消防緊急通信指令施設更新事業、常備消防施設整備事業などによる増額

教育費 4,185,353 5,268,434 1,083,081
縄瀬小学校建設事業、体育施設整備事業、学校給食センター施設整
備事業、都城運動公園整備事業、都城島津邸伝承館特別展開催事業
（合併10周年記念事業）などによる増額

その他 9,151,477 9,104,683 △ 46,794 災害復旧費、公債費などによる減額
合　計 73,730,000 76,570,000 2,840,000

●総務費…課税や戸籍、選挙のための経費　●民生費…高齢者や児童、障がい者などの福祉のための経費
●衛生費…保健衛生や清掃などの経費

●市　債…建設事業や災害復旧事業などの財源となる借入金　●扶助費…生活保護や児童・高齢者福祉事業などに要する経費
●公債費…市が発行した市債（借金）返済のための経費

用語の説明

用語の説明
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　　実質公債費比率と将来負担比率（平成24年度決算）の比較（県内９市）実質公債費比率と将来負担比率（平成24年度決算）の比較（県内９市）

項　　　目 金　額 割　合
食費（人件費） 29,801 円 14.9％
教育費、医療費（扶助費） 46,461 円 23.2％
住宅ローン返済（公債費） 22,984 円 11.5％
光熱水費、日用品など（物件費） 21,819 円 10.9％
家の修理、車の購入など（投資的経費、維持補修費） 40,828 円 20.4％
子どもへの仕送りなど（繰出し金、貸付金、補助費など） 36,951 円 18.5％
預貯金（積立金） 1,156 円 0.6％

支　出
項　　　目 金　額 割　合

給料（市税など） 67,897 円 33.9％

パート収入（国庫支出金など） 44,592 円 22.3％

父母からの仕送り（地方交付税） 49,984 円 25.0％

預金の取り崩し（基金繰入金） 8,593 円 4.3％

ローンの借り入れ（市債） 28,934 円 14.5％

収　入

　市債残高の推移
市の負担割合の低い
臨時財政対策債と合併特例債へシフト
市の新規の借入金は、地方交付税の代わりに
市が発行する臨時財政対策債と合併後 15 年
間発行できる合併特例債という、市の負担割
合の低い地方債を活用することで、市の実質
的な借金返済額を減らしています。
※借入金の元金と利子に関して、臨時財政対
策債はその 100％、合併特例債はその 70％
が、後年度において地方交付税で措置、す
なわち、国が返済を肩代わりしてくれます

県内9市の中でも財政健全度が高い都城市
実質公債費比率…市の自由になる歳入のうち
全会計の借入金の返済に充てた割合。この指
標が 25％を越えると、新たな借り入れは国
の許可が必要になります。

将来負担比率…家計に例えると給与収入の
何年分の借入金があるのかを表した指標。
350％を越えると国からの指導があります。

　財政健全化４指標
全ての指標で基準を下回る健全な状態
財政健全化４指標は、前年度の決算に基づいて算定
を行います。平成 23 年度、24 年度決算では、実質
赤字額と連結実質赤字額は生じませんでした。また、
平成 24 年度の実質公債費比率と将来負担比率は、
平成 23 年度決算と比較して改善し、いずれの値も
国の示す判断基準を大幅にクリアしています。

H23 H24
H24健全化判断基準数値（法）

早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ー ー 11.41％以上 20.0％以上

連結実質赤字比率 ー ー 16.41％以上 30.0％以上

実質公債費比率 9.1% 7.9% 25.0％以上 35.0％以上

将来負担比率 33.4% 10.8% 350.0％以上 ー

平成26年度当初予算
予算の内訳

　都城市の家計簿 都城市の予算を月額都城市の予算を月額2020万円の家計簿に置き換えてみると万円の家計簿に置き換えてみると
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小
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

【
予
算
額　

１
、１
４
６
万
円
】

　

市
内
の
小
学
校
に
、
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
を
年
次
的
に
増
員
。
学
校
図
書
館

活
用
の
工
夫
や
環
境
改
善
を
図
る
こ
と

で
、
児
童
の
読
書
活
動
を
推
進
し
、
人

間
力
の
育
成
を
進
め
ま
す
。

小
中
学
校
施
設
の
耐
震
補
強
事
業

【
予
算
額　

４
億
６
、２
２
７
万
円
】

早
水
公
園
整
備
事
業

【
予
算
額　

２
億
６
、８
５
０
万
円
】

　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
サ

ブ
ア
リ
ー
ナ
と
武
道
場
を
整
備
。
弓
道

場
や
駐
車
場
も
新
設
し
ま
す
。

高
城
運
動
公
園
整
備
事
業

【
予
算
額　

５
億
６
、４
０
０
万
円
】

　

利
用
者
が
安
全
で
快
適
に
競
技
で
き

る
屋
内
競
技
場

の
整
備
を
進
め

ま
す
。併
せ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ

ン
プ
誘
致
な
ど

「
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
都
城
」
を

推
進
し
ま
す
。

都
城
島
津
邸
開
館
５
周
年
記
念
事
業

【
予
算
額　

１
、１
２
３
万
円
】

平成26年度当初予算
『3つの』宝を輝かす

◎
鷹
尾
上
長
飯
通
線
整
備
事
業

【
予
算
額　

３
億
１
、７
７
９
万
円
】

　

国
道
２
６
９
号
郡
元
交
差
点
か
ら
早

水
公
園
南
側
交
差
点
ま
で
の
区
間
整
備

を
行
い
ま
す
。

都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
整
備
事
業（
穂
満
坊
地
区
）

【
予
算
額　

７
億
９
、９
８
８
万
円
】

都
城
市
郡
医
師
会
病
院
等
整
備
事
業

【
予
算
額　

25
億
８
、５
２
７
万
円
】

後
方
支
援
拠
点
都
市
推
進
事
業

【
予
算
額　

83
万
円
】

大
規
模
災
害
に
備
え
た
地
域
の
防
災
力
向
上
事
業

【
予
算
額　

４
、７
３
９
万
円
】

　

自
主
防
災
組
織
を
育
成
し
、
避
難
体

制
な
ど
を
確
立
し
ま
す
。
ま
た
、
消
防

団
の
装
備
充
実
な
ど
を
図
り
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
語
学
指
導
事
業

【
予
算
額　

３
、５
３
３
万
円
】

　

小
中
学
校
の
外

国
語
教
育
の
質
的

向
上
を
図
り
、
次

世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
、
豊
か

な
国
際
感
覚
を
身

に
付
け
る
機
会
を

提
供
し
ま
す
。

６
次
産
業
化
推
進
事
業

【
予
算
額　

５
、２
０
５
万
円
】

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
畜
産

業
の
６
次
産
業
化
を
強
く
推
し
進
め
る

た
め
、
人
材
育
成
事
業
や
農
商
工
業
者

間
の
連
携
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
新
商

品
開
発
や
加
工
製
造
な
ど
の
施
設
設
置

を
支
援
し
ま
す
。

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
対
策
事
業

【
予
算
額　

５
、７
９
１
万
円
】

　

平
成
29
年
に
開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
宮
城
県
大
会
で
、
名
実
と

も
に
「
日
本
一
の
和
牛
生
産
地
」
と
な

る
た
め
、
共
進
会
対
策
指
定
交
配
推
進

事
業
や
都
城
牛
繁
殖
素も
と

牛う
し

促
進
事
業
な

ど
を
推
進
し
、
生
産
者
を
積
極
的
に
支

援
し
ま
す
。

宮
崎
牛（
都
城
産
）ブ
ラ
ン
ド
確
立
推
進
事
業

【
予
算
額　

１
５
９
万
円
】

　

国
内
最
大
規
模
を
誇
る
東
京
食
肉
市

場
に
生
体
出
荷
さ
れ
る
肥
育
牛
に
対
し

て
、
輸
送
経
費
の
一
部
を
助
成
。
こ
れ

に
よ
り
、
取
引
頭
数
を
増
や
し
、
首
都

圏
で
流
通
す
る
本
市
産
宮
崎
牛
の
知
名

度
向
上
を
図
り
ま
す
。

都
城
志
布
志
道
路
整
備
関
連
事
業

【
予
算
額　

８
０
８
万
円
】

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）
関
連
事
業

◎
山
之
口
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
整
備
事
業

【
予
算
額　

１
億
９
、７
４
２
万
円
】

　

山
之
口
Ｓ
Ａ

に
設
置
が
決

ま
っ
た
、
Ｅ
Ｔ

Ｃ
装
着
車
両
専

用
の
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
周
辺
の
道

路
整
備
な
ど
を

行
い
ま
す
。

◎
山
之
口
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
利
活
用
促
進
事
業

【
予
算
額　

５
５
５
万
円
】

　

市
民
や
事
業
者
が
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を

新
た
に
購
入
し
て
取
り
付
け
た
場
合
、

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※
上
限
額　

一
台
当
た
り
５
、０
０
０
円

基
幹
道
路
の
整
備
事
業

◎
街ま
ち

区
三
股
線
整
備
事
業

【
予
算
額　

３
、３
０
３
万
円
】

　

三
股
町
と
の
連
携
事
業
。
山
之
口
町

の
中
心
部
と
、
平
成
27
年
春
開
業
予
定

の
都
城
市
郡
医
師
会
病
院
を
結
ぶ
こ
と

で
、
周
辺
住
民
の
利
便
性
や
救
急
時
の

対
応
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

『
３
つ
の
』宝
を
輝
か
す

『
３
つ
の
』宝
を
輝
か
す

 　
　

農
林
畜
産
業
の
振
興

 　
　
「
地
の
利
」の
活
用

         

人
間
力
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
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都
城
市
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
作
成
事
業

　
【
予
算
額　

１
、１
０
８
万
円
】

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
、「
都
城
市
」
を

対
外
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
、
著
名

な
書
家
「
紫シ
シ
ユ
ー舟
」
さ
ん
に
、
本
市
の
Ｐ

Ｒ
ロ
ゴ
作
成
を
依
頼
。
今
後
、
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
そ
の
他
の
媒
体
な

ど
で
、Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
を
積
極
的
に
活
用
し
、

本
市
の
知
名
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

都
城
市
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業

【
予
算
額　

37
万
円
】

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
市
内
外
で

活
躍
す
る
人
た
ち
に「
都
城
特
派
大
使
」

を
委
嘱
し
て
、
都
城
の
魅
力
な
ど
を
発

信
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
４
月
に
は
、
そ
の
要
件
を

見
直
し
、「
み
や
こ
ん
じ
ょ
大
使
」
を

新
設
。
４
月
１
日
現
在
、
１
３
１
人
の

み
や
こ
ん
じ
ょ
大
使
が
国
内
外
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
唯
一
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
あ
る
大
使
が
、
三
股
町
在
住
の
ア
マ

チ
ュ
ア
漫
画
家
・
今
村
幸
一
さ
ん
が
描

　

こ
れ
に
よ

り
、
観
光
客

誘
致
や
企
業

誘
致
、
全
国

で
の
物
産
販

売
な
ど
で
、

大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
紫
舟
さ
ん
の
主
な
作
品

　

伊
勢
神
宮
第
62
回
式し
き
ね
ん
せ
ん
ぐ
う

年
遷
宮
「
祝
御

遷
宮
」、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
龍り
ょ
う
ま馬

伝
」、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
番
組
「
美
の
壺つ
ぼ

」、

内
閣
官
房
・
農
林
水
産
省
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
」
ほ
か
多
数

紫舟さんのプロフィル
　書を中心に、書画や
立体造形、インタラク
ティブアートなどを幅
広く手掛け、日本の思
想と伝統文化を、全く
新しい表現で、世界に
発信しています。「文化の限界をアートの力
で超えていく」挑戦は、海外でも高く評価
され、今、注目を浴びています。

ぼんち君作者からのメッセージ
　私の子どもとも言え
る存在のぼんちくん。
ぼんちくんが「みやこ
んじょ大使」として、
市内外の皆さんに都城
市の魅力をＰＲしてい
くことに夢が膨らみま
す。今後、いろいろな楽しいぼんちくんを
描いて、都城の元気を発信していきます。

紫舟さん今村幸一さん
ペンネーム　みやこのジョー

作品例：
伊勢神宮第62回式年遷宮

作品例：
「龍馬伝」題字

 

都
城
市
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
事
業

く
「
ぼ
ん
ち
く
ん
」
で
す
。
本
市
で
は
、

平
成
25
年
度
に
、
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

活
用
の
協
議
を
始
め
ま
し
た
。

　

今
後
、
ぼ
ん
ち
く
ん
が
、
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
Ｐ
Ｒ
ロ
ゴ
と

と
も
に
、
本
市
の
魅
力
を
対
外
的
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

●ぼんちくんプロフィル
・諸県ぼんち（小学２年生）
・すらすらと都城弁を話す

「笑顔あふれるまち＝スマイルシティ都城」の魅「笑顔あふれるまち＝スマイルシティ都城」の魅
力を対外的にPRする事業と、中心市街地活性力を対外的にPRする事業と、中心市街地活性
化のための予算を紹介します。化のための予算を紹介します。

ＰＲＰＲ事業と事業と
中心市街地活性化事業中心市街地活性化事業
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平成26年度当初予算
ＰＲ事業と中心市街地活性化事業

「
肉
と
焼
酎
の
ま
ち
・
都
城
」
推
進
事
業

【
予
算
額　

１
３
２
万
円
】

　

本
市
の
代
表
的
な
地
場
産
品
で
あ
る

「
肉
」
と
「
焼
酎
」。
こ
れ
ら
の
地
場
産

品
を
メ
ー
ン

に
地
域
ブ
ラ

ン
ド
化
を
強

力
に
推
進
し
、

物
産
販
売
や

観
光
促
進
な

ど
地
域
経
済

の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

中
心
市
街
地
中
核
施
設
整
備
支
援
事
業

【
予
算
額　

11
億
３
、０
４
０
万
円
】

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
民
間
事
業
者
が
主
体
と
な
っ
て
実

施
す
る
中
核
施
設
整
備
を
支
援
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
国
の
補
助
事
業
を

活
用
し
て
、
民
間
事
業
者
の
施
設
整
備

を
支
援
す
る
ほ
か
、
図
書
館
や
子
育
て

世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
健
康
セ
ン

タ
ー
、
全
天
候
型
多
目
的
広
場
な
ど
の

行
政
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

　

新
た
な
都
市
機
能
を
「
ま
ち
な
か
」

に
創
出
す
る
こ
と
で
、
官
民
協
働
で
中

心
市
街
地
全
体
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業

【
予
算
額　

１
、０
９
６
万
円
】

　

図
書
館
や
子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
中
核
施
設
を
整
備
す
る

都
城
大
丸
跡
地
の
再
生
計
画
案
に
併
わ

せ
て
、
周
辺
の
商
店
街
や
中
心
市
街
地

区
域
を
対
象
と
し
た
「
都
城
市
ま
ち
な

か
活
性
化
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ
た
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。
な
お
、「
都
城
市

ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
」
で
計
画
し

た
事
業
は
、
平
成
25
年
に
都
城
商
工
会

議
所
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
を
参
考
に
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

合
併
10
周
年
記
念
都
城
島
津
家
史
料
特
別
展

【
予
算
額　

６
、１
８
６
万
円
】

　

今
年
度
か
ら
取
り
組
む
合
併
10
周

年
記
念
事
業

の
一
環
と
し

て
、
都
城
島

津
家
史
料
特

別
展
を
開
催

し
ま
す
。

　

こ
の
特
別

展
で
は
、
都

城
島
津
邸
を

会
場
に
、
都

城
島
津
家
に

インタラクティブアートのイメージ

 

都
城
市
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
事
業

 

中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
事
業

　

具
体
的
に

は
、「
肉
と
焼

酎
の
ま
ち
・
都

城
」
を
テ
ー
マ

に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
。
全
国

の
公
共
施
設
や

販
売
店
な
ど
で

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
り
、
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
都

城
産
の
肉
と
焼
酎
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
と
と
も
に
、
本
市
の
地
場
産
品

の
浸
透
を
推
し
進
め
ま
す
。

伝
わ
る
貴
重
な
史
料
と
、
著
名
な
書
家

「
紫
舟
」
さ
ん
が
手
掛
け
る
イ
ン
タ
ラ

ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
を
融
合
し
、
新
し
い

表
現
手
法
も
交
え
た
多
彩
な
展
示
を
行

う
こ
と
で
、
本
市
の
歴
史
や
文
化
な
ど

の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

※ 

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト　

壁
な

ど
に
映
し
出
し
た
書
道
作
品
（
書
）

の
映
像
に
、
人
の
影
が
触
れ
る
と
、

そ
の
書
が
表
す
絵
画
な
ど
に
切
り
替

わ
る
来
場
者
参
加
型
の
芸
術
作
品

●
展
示
予
定
史
料　

鉄て
つ

錆さ
び

地じ

南な
ん

蛮ば
ん

胴ど
う

具ぐ

足そ
く

、
麒き

麟り
ん

鳳ほ
う
お
う凰
図ず

屏び
ょ
う
ぶ風
ほ
か

◎
主
な
ま
ち
な
か
活
性
化
プ
ラ
ン
事
業

  

●    

空
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
、
解
体
費
補
助
事
業

２
４
０
万
円　

  

●     

商
店
街
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業

90
万
円

  

●     

シ
ル
バ
ー
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
支
援
事
業

２
１
２
万
円　

  

●    

ま
ち
な
か
起
業
支

援
事
業　

30
万
円

  

●     

は
ば
た
け
未
来
の

　

巨
匠
！　

高
校
生

　

レ
ス
ト
ラ
ン
事
業

60
万
円

中心市街地中核施設の整備イメージ
イルミネーションのイメージ
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中
郷
地
区
（
２
事
業
）

【
予
算
額　

３
０
０
万
円
】

●
金
御
岳
整
備
事
業

●
地
域
環
境
整
備
事
業

山
之
口
地
区
（
10
事
業
）

【
予
算
額　

８
４
１
万
円
】

●
地
域
環
境
整
備
事
業

●
乗
合
タ
ク
シ
ー
利
用
促
進
事
業

●
青
井
岳
の
森
林
活
性
化
事
業
な
ど

高
城
地
区
（
１
事
業
）

【
予
算
額　

３
２
０
万
円
】

●
防
災
無
線
整
備
事
業

　

浸
水
区
域
の
あ
る
石
山
、
有
水
地
区

と
土
砂
災
害
の
警
戒
が
必
要
な
四
家
地

区
に
、
災
害
時
の
緊
急
連
絡
手
段
と
し

て
携
帯
用
無
線
機
を
配
備
し
ま
す
。

山
田
地
区
（
１
事
業
）

【
予
算
額　

１
、７
７
８
万
円
】

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線
整
備
事
業

　

災
害
発
生
時
な
ど
の
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
、
自
治
公
民
館
が
整
備
す
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
無
線
の
経
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

高
崎
地
区
（
２
事
業
）

【
予
算
額　

５
４
３
万
円
】

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事
業　

●
地
区
公
民
館
分
館
等
機
能
充
実
お
よ

　

び
各
種
団
体
Ｏ
Ａ
研
修
事
業

平
成
26
年
度
実
施
予
定
の

地
域
活
性
化
事
業

地
域
活
性
化
事
業

　

市
内
の
山
間
部
に
位
置
す
る
地
域
で

は
、
中
心
部
に
比
べ
て
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
人
口
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
本
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
地
域
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
平
成
25
年
度
に

地
域
振
興
基
金
２
億
円
を
積
み
立
て
ま

し
た
。

　

対
象
と
な
る
地
区
で
は
、
地
域
住
民

で
協
議
し
、
総
合
支
所
な
ど
で
要
望
の

調
整
を
行
い
、
実
施
す
る
事
業
を
決
定

し
ま
す
。

●
事
業
期
間　

平
成
25
年
〜
28
年
度

●
対
象
地
区　

志
和
池
、
庄
内
、
西
岳
、

　

中
郷
、
山
之
口
、
高
城
、
山
田
、
高
崎

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業

【
予
算
額　

42
万
円
】

　

公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が

実
施
し
て
い
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
お

い
て
、
骨
髄
ま
た
は
末
梢
血
幹
細
胞
を

提
供
し
た
人
の
負
担
を
軽
減
す
る
も
の

で
、
九
州
の
市
町
村
で
は
初
の
試
み
。

こ
れ
に
よ
り
、
多
く
の
骨
髄
ま
た
は
末

梢
血
幹
細
胞
移
植
の
実
現
と
、
ド
ナ
ー

登
録
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

●
奨
励
金
の
額

ド
ナ
ー　

１
日　

２
万
円

※
１
回
の
提
供
で
14
万
円
が
限
度

ド
ナ
ー
が
勤
務
す
る
事
業
所

　

１
日　

１
万
円

※
１
回
の
提
供
で
７
万
円
が
限
度

ご
当
地
ラ
ジ
オ
体
操
推
進
事
業

【
予
算
額　

87
万
円
】

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
な
れ
親
し

ん
で
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
に
つ
い
て
、
都

城
地
域
の
方
言
で
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
弁

ラ
ジ
オ
体
操
」
の
Ｃ
Ｄ
を
制
作
。
市
民

の
健
康
増
進
と
併
せ
て
、
幼
少
期
か
ら

方
言
に
触
れ
る
こ
と
で
、
郷
土
愛
の
醸

成
を
図
り
ま
す
。
制
作
し
た
Ｃ
Ｄ
は
、

学
校
や
公
民
館
な
ど
に
配
布
し
、
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用
。

　

市
民
に
笑
顔
を

届
け
ま
す
。

スマイルシティ都城・前進予算として編成した、スマイルシティ都城・前進予算として編成した、
平成平成 2626 年度予算の中で、これまで紹介した事業年度予算の中で、これまで紹介した事業
以外の特色ある事業を紹介します。以外の特色ある事業を紹介します。

夢夢ふくらむふくらむ
特色ある事業特色ある事業
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平成26年度当初予算
夢ふくらむ特色ある事業

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

【
予
算
額　

２
億
１
、５
４
２
万
円
】

　

市
で
は
、
平
成
９
年
度
に
川
東
小
学

校
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
以
来
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
、
石
山
小

学
校
に
同
ク
ラ
ブ
を
開
設
す
る
こ
と

で
、
ほ
ぼ
全
て
の
小
学
校
区
に
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
整
備
が
完
了
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、

仕
事
な
ど
で
日

中
、
保
護
者
が

家
庭
に
い
な
い

児
童
に
、
遊
び

や
生
活
の
場
を

提
供
し
、
児
童

の
健
全
な
育
成

を
図
り
ま
す
。

健
康
増
進
施
設
利
用
助
成
事
業

【
予
算
額　

６
、７
７
８
万
円
】

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ

び
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
な
ど
の
健

康
増
進
を
目
的
に
、
市
内
５
カ
所
の
健

康
増
進
施
設
（
温
泉
施
設
）
で
の
入
浴

料
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

25
年
度
に
市
内
15
地
区
で
開
催
し
た

「
市
長
の
ス
マ
イ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

で
出
さ
れ
た
要
望
を
踏
ま
え
、
都
城
広

域
定
住
自
立
圏
の
協
定
を
結
ぶ
鹿
児
島

県
曽
於
市
と
志
布
志
市
と
協
議
し
、
今

年
度
か
ら
３
つ
の
市
に
あ
る
公
設
温
泉

施
設
で
の
入
浴
料
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
本
市
の
温
泉
施
設

　

青
井
岳
荘
、
観
音
さ
く
ら
の
里
、

　

か
か
し
の
里
ゆ
ぽ
っ
ぽ
、

　

や
ま
だ
温
泉
、
ラ
ス
パ
た
か
ざ
き

●
曽
於
市
の
温
泉
施
設

　

メ
セ
ナ
住
吉
交
流
セ
ン
タ
ー

　

財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー

　

大
隅
弥
五
郎
伝
説
の
里

●
志
布
志
市
の
温
泉
施
設

　

国
民
宿
舎
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ

　

蓬よ
も
ぎの
郷さ
と

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

●
自
己
負
担
額　

１
０
０
円　

※
ボ
ル
ベ
リ
ア
ダ
グ
リ
は
２
０
０
円

庁
舎
北
側
身
障
者
駐
車
場
増
設
事
業

【
予
算
額　

１
、２
１
７
万
円
】

　

市
役
所
本
庁
舎
北
側
駐
車
場
に
屋
根

付
き
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
降
雨

時
に
庁
舎
ま
で
濡
れ
ず
に
移
動
で
き
る

よ
う
改
善
し
ま
す
。
併
せ
て
、
同
乗
す

る
身
障
者
や
高
齢
者
が
玄
関
付
近
で
乗

り
降
り
で
き
る
場
所
と
、
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
の
荷
下
ろ
し
場
を
設
置
し
ま
す
。

都
城
運
動
公
園
整
備
事
業

【
予
算
額　

７
、０
０
０
万
円
】

　

妻
ケ
丘
町
の
都
城
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
う
ち
６
面
を
、
全
天
候
型
の

砂
入
り
人
工
芝
コ
ー
ト
に
改
修
。
雨
天

時
の
競
技
大
会
な
ど
が
可
能
と
な
り
、

大
会
や
合
宿
な
ど
の
誘
致
を
図
り
ま

す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

【
予
算
額　

30
億
１
、６
４
９
万
円
】

　

平
成
23
年
度
か
ら
本
体
工
事
に
着
手

し
た
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
、今
年
度
、

竣
工
を
迎
え
ま
す
。
同
施
設
は
、
今
ま

で
燃
や
せ
な
い
ゴ
ミ
と
し
て
処
理
し
て

い
た
ビ
ニ
ー
ル
類
な
ど
を
適
正
に
焼
却

で
き
る
ほ
か
、
ご
み
焼
却
処
理
に
伴
い

発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
し
て

発
電
す
る
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

１ 市民が主役のまち
〇議場改修事業  7,886 万円
○まちづくり協議会設置推進事業

5,602 万円
○市歌制定事業  　823 万円
○女性総合相談事業  　594 万円

２ ゆたかな心が育つまち
〇幼稚園における長時間預かり保育支援事業

3,671 万円
〇臨時福祉給付金給付事業　

6 億 5,000 万円
○子育て世帯臨時特例給付金給付事業

　1 億 1,000 万円
○高崎総合公園体育施設整備事業

　３億 1,142 万円
○大島畠田遺跡整備事業 5,673 万円

３ 緑あふれるまち
○リサイクル活動推進事業 4,014 万円
○指定ごみ袋事業 9,112 万円
○ごみ収集運搬費 4 億 6,303 万円
○志和池最終処分場第 2期建設事業

2 億 6,700 万円
○し尿処理施設整備事業 5,000 万円

４ 活力あるまち
○鳥獣被害防止総合対策事業 363 万円
○公設地方卸売市場整備事業 　 

2,906 万円
○スポーツランド都城推進事業 613 万円
○クリーンセンター周辺広場整備事業

8,000 万円
○地域安全対策事業  2,836 万円
○消防団施設更新事業  2,000 万円

その他の特色ある事業その他の特色ある事業
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